
   

 

 

 

 

 

 

 

  
 

  

  

  

  
  

  

    

  

１１．．補補助助事事業業((県県単単事事業業))のの概概要要ににつついいてて  

11))総総事事業業費費ににつついいてて    ５５，，００００００万万円円((税税込込みみ))以以内内  

((22))補補助助率率ににつついいてて        建建        物物          事事業業費費のの４４．．５５／／１１００～～５５／／１１００以以内内  

                      機機械械設設備備      事事業業費費のの３３／／１１００以以内内  

((33))主主ななメメニニュューーににつついいてて          

          ①①農農業業生生産産法法人人育育成成促促進進  

            ・・農農業業生生産産法法人人経経営営発発展展支支援援  

            ・・農農業業生生産産法法人人設設立立支支援援  

          ②②「「新新潟潟米米」」体体質質強強化化促促進進  

            ・・「「新新潟潟米米」」ココスストト低低減減支支援援  

            ・・「「新新潟潟米米」」食食味味・・品品質質確確保保整整備備支支援援  

            ・・特特色色ああるる米米づづくくりり拡拡大大支支援援  

                注注：：該該当当すするるかかどどううかかはは、、事事前前にに行行政政へへのの相相談談ををおお勧勧めめししまますす。。  

                  ※※事事業業費費がが５５００００００万万円円をを越越ええるる場場合合はは国国のの補補助助事事業業ををごご検検討討くくだだささいい。。  

  

  

  

  

  

全農にいがたは、担い手の皆様から農作業場・ライスセンターの建設に関し、数多

くのお問い合わせをいただくようになりました。 

また、今までに多くの施設を建設し、現在も次年度の建設に向けた協議を進めてい

るところです。 

近年は県の補助事業を活用したいとの施主様からの要望も多く、補助事業を活用し

た建設が増えており、全農にいがたもそのお手伝いをさせていただいております。 

そこで、今回は補助事業の概要および補助事業を活用したライスセンターの事例を

ご紹介します。 

 

 営農レポート 

発行： Ｎｉｉｇａｔａ 

平成２９年２月１日 



 

※ 掲載内容の無断使用・転載を禁じます。 

                                   

２２．．施施主主様様とと全全農農ににいいががたたのの役役割割分分担担ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

３３．．補補助助事事業業をを活活用用ししたた建建設設事事例例  

  
                                                

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  



 

※ 掲載内容の無断使用・転載を禁じます。 

                                   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

各各施施設設とともも補補助助事事業業にによよりり限限らられれたた予予算算内内にに収収めめるるたためめ、、機機能能的的でであありりななががららロローーココ

スストトなな設設計計ととななっってていいまますす  

  

４４．．おお気気軽軽ににごご相相談談くくだだささいい。。  

全農にいがたは、これまで担い手向けの農作業場やライスセンターの建設支援に取り

組んでまいりました。 

また、補助事業につきましても数多く手がけてきており、今後も重点的に取組んでま

いります。 

なお、補助事業を活用する場合、行政とのヒアリング等で申請まで多くの時間を要し

ますので補助事業を活用しての農作業場やライスセンター建設をお考えの方は、どうぞ

お早めにお近くのＪＡまでご相談ください。             （ 施設農機部 施設農住課 ）



 

 

 

 

 

  

  

  

 


